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脳動脈解離ってご存知ですか？
有名人の発症などでなにかと注目度の高い、くも膜下出血の原因にもなる病気です！

特 集

脳神経外科  部長
石崎　律子

脳血管解離とは脳の血管がさけてしまう病気です。
脳の血管は内側から内膜、中膜、外膜で構成されており、
後頚部から頭蓋内に走行する椎骨動脈に
多く発生します。

血管を構成する膜に裂け目が入ると、
後頭痛や頸部痛が起こります。

以前は典型的な症状として、急激に発症する
引き裂かれるような後頭・後頸部痛が特徴的と
いわれていましたが、最近は MR 検査が一般化し、
以前よりも診断されることが多くなってきたため、
頭重感や間欠期 ( 合い間 ) をおいて
繰り返し生じる、拍動性または持続性の
左右片側性 ( 左右のどちらかにかたよる ) の
後頭・後頸部痛が一般的な初発症状と
わかってきました。

( 血管剥離が血管を神経支配する上頚部神経群に影響を
与えるためのいわいる神経痛ともいわれています。)

症状が進むとどうなるの？
脳動脈解離は軽症の場合は、一時的な頭痛だけでおさまり
厳重な血圧管理のみで解離も治ってしまう事がありますが

重症な場合には裂け目が広がり、脳血管の外膜が
破れ、くも膜下出血を起こします。

この場合はもっと激しい頭痛や、意識障害・麻痺などの
神経症状を呈することが多く、通常の脳動脈瘤破裂による
くも膜下出血と違い、再出血を起こしやすく
生命を脅かすこともあります。

このような重篤な状況では緊急で開頭手術や血管内手術などが必要になります。

また、内膜が本来血液の流れるところにめくれあがるような
形となって血管を狭め、脳梗塞を起こすこともあります。
この場合には、主には点滴や内服薬を使った脳梗塞の治療や
神経障害に対するリハビリテーションが必要となります。

基礎知識：発症の大もととなる、脳血管解離って？

以前は椎骨動脈解離は稀な病態であり、重篤なくも膜下出血をおこすといわれていまし
たが、最近では椎骨・脳底動脈系の虚血性疾患においても頻度が高い病態であることが
明らかになってきました。

なかには症状に乏しいかあるいは全く症状のない例も
確認され、臨床的に疑われない限り確実な診断は得られません。

近年、画像診断の普及に伴い、脳血管の解離が自然経過中に消失した例や
自然閉塞を認めた例報告が増えています。

当院でも頭痛のみで発症し神経学的異常所見を認めず、経過中に頭痛は改善し、
現在、外来通院での MR 検査を継続している方が多くいらっしゃいます。

初発症状は、突発する一側の後頭部～後頚部にかけての痛みですので
心配な際には一度、頭の MR 検査をうけられることをお勧めします。

（頭の MR 検査は検査前や検査中に
お薬は使いません。お食事の制限もなく、
放射線も使用しません。
少し狭くて音のするところで 10 分～ 15 分ほど
安静にしていただく必要があります。）
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強い症状ではないけれど、左の記述にあてはまる部分が

あり心配です。一度調べてみたいけれど、病気や検査に

対する不安・知識のなさから、中々踏み切れずにいます…

観賞シアター
がストレスを

軽減！

当院では最新鋭の MRI を導入！より正確かつ低ストレスの検査が可能になりました
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石崎  律子 ( 脳神経外科 部長 )
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KMH NEWS NEWS5 7/26
長かった梅雨が明け、プスプス保育室でも水遊
びが始まりました。新しい保育室になって初め
て の 夏！子 ど も た ち は
芝生や水に触れながら
ダイナミックに水遊び
を楽しんでいます。

保育室　水遊び　 NEWS6 8 / 1 高校生病院見学会

NEWS7 8/7.8 看護部　高校生インターンシップ

ニュースをご紹介します。

菊名記念病院のHOT な

NEWS4 第 154 回 糖尿病教室
予約不要　参加無料

「ペットボトル症候群について」
糖尿病専門医　勝呂 俊昭先生
「外食の選び方のポイント」管理栄養士　處 麻依
「糖尿病の検査について」臨床検査技師　寺井 萌香
今回は糖尿病治療の日常生活でのポイントをお
話ししていただきました。みなさま熱心に耳を
傾けられていました。

7/20

NEWS2 7/17-29 ISO 内部監査

NEWS3 7/17 第 40回 公開市民講座
参加無料　当日参加 OK!

「最近むせやすい。何を食べたら
よいのだろう？～嚥下食につい
て～」　村山  真弓看護師長
飲み込む力に合わせた食事の選び
方を講義しました。飲み込む力を
鍛えるための体操を行い、またムー
ス状や舌で簡単につぶせる形態の
おかずの試食会も行いました。

NEWS1 医局人事のお知らせ

精一杯頑張りますので
宜しくお願い致します。

総合診療科　（7/21 付）

安部  由希子

NEWS8 8 / 9
横浜市の救急隊員約 20 名にお集まりいただき意見交換を行いました。脳神経外科 石崎部長より、当院に搬送され
た患者様の症例を紹介し、それに基づき意見交換を行う事が出来ました。2018 年度に救急救命科を立ち上げ、
救急搬送受け入れ台数・搬送件数の大幅な増加を紹介しました。多くの方にご参加頂き好評裏に終了致しました。

横浜市消防局救急隊との意見交換会

看護師や医療系の職業を目指す高校生向けに病院見学会
を開催しました。夏休みを利用して 2 名の高校生が、看
護師になるための進路の話や現職のエッグナース ( 看護師
を目指す看護補助者 ) に仕事の経験談などを聞きました。

今年も横浜北地区高校生インターンシップを 2日間行いました。看護師や医療系の職業に興味がある
高校生 9名が参加し、寝衣交換・オムツ交換・移送・病棟体験をしました。お仕事を目の当たりにし、
「看護師さんってすごい！」「忙しかった！」「大変な仕事だけど看護師になりたい！」と各々、
新しい発見や感動があったようです。将来、看護師として一緒に働けることをお待ちしています。

ISO9001QMS を用いて私たちが決めた医療品質が提
供され、鮮明なプロセスアプローチにより院内で運
用されて
いること
を年 2 回
の相互に
よる内部
監査で確
認してい
ます。白
熱した監
査の様子
です。
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